
加工支援ソフトウェア（ＣＡＤ/ＣＡＭ）を活用した
自動車競技用高難度部品の短納期納入実現

　モータースポーツ部品の高難

度品を受託加工する中で、加工

依頼先に対し、今まで以上の短納

期対応が要求されている。そこ

で、当社の独自加工技術に最新

の３次元ソフトウェア（3D-CAD/

CAM）を活用することで、圧倒的

な短納期受注体制を実現し、顧

客の信頼獲得、受注増加による

事業の拡大を目指した。

　モータースポーツ部品には金

属を塊から削り出していく総削り

品の需要が極めて多い。

　当社として、総削り品の加工時

間を短縮することが、顧客要望に

応えつつ事業の優位性を確立す

ることになると同時に、モーター

スポーツ界の発展に寄与する。

１０％までしか削減できなかっ

た。ソフトウェアの活用をさらに

進めたが、独自では１５％までし

か加工時間を削減できなかった。

そこで、㈱ＪＢＭからソフトウェア

の活用方法、㈱牧野フライス製

作所から機械パラメータの調整

など助言を受け、加工時間を

２０％まで削減できた。（表１）

　ただし、当初目標の２５％以上

の削減に及ばないため、さらなる

メーカーの助言を受け、加工方

法、加工条件の改善を試みた。過

程でソフトウェアの操作技能も向

上し、準備時間の短縮もできた。

（表２）

　準備時間については目標を達

成できなかったが、送り速度・加

工時間では目標を達成。受注後

日数はサンプル品で６日から３日

に短縮できた。サンプル品以外で

も同様の短縮が見込める。よって

顧客の要求する短納期（現状３日

～６日が１日～３日に到達してい

るか）に対応する体制が整ったと

判断した。

（1）３次元加工支援ソフトウェア

（ＣＡＤ/ＣＡＭ）導入

　顧客から受け取るモデルデー

タ形式を確実に読み込め、事業

目標である自動化ができる３次

元ＣＡＤ/ＣＡＭであること、得ら

れる効果目標値、既存加工準備

時間６０分を１０分に短縮できる

機能を有することが条件で、その

いずれをも満たすものを選定し

導入した。

（2）既存切削技術をソフトウェア

に活用

　当社の切削加工技術をソフト

ウェアの機能に活用し、独自の加

工方法により高速加工を実現す

表1.中間実績

表2.補助事業成果

事業の背景・目的

事業の内容と成果 今後の展望る。得られる効果目標は、切削送

り速度を既存比で１５％以上向

上させることとした。

（3）５軸マシニングの同時５軸加

工実現

　３次元ＣＡＤ/ＣＡＭを活用した

５軸マシニングセンターでの同

時５軸加工を実現させた。それに

よって、加工時間を既存加工時間

比２５％以上の削減ができること

を検証した。

（4）メーカーからの助言指導

　顧客との製品評価の結果を加

工に反映させるため、ＣＡＤ/ＣＡ

Ｍメーカー（㈱ＪＢＭ）及び工作機

械メーカー（㈱牧野フライス製作

所）に助言を受けながら、最適な

加工方法、加工条件の確立に

株式会社三栄マシニング

　本事業で同時５軸加工ができる３次元加工支援ソフトウェアを導入。既存の切削技術を活かし
て、５軸マシニングセンターでの同時５軸加工を実現することができた。それにより、加工能率が
向上し、サンプル品加工において、サイクルタイムが４２％削減、受注後日数を６日から３日へ短
縮することができた。

よって当社の精密加工技術が高

度化された。

（5）短納期体制実現

　本事業成果により顧客の要求

する短納期体制が実現している

かの検証として、現状３日～６日

が１日～３日に到達しているかを

検証した。

＜成果測定方法＞

　補助事業の成果測定方法とし

て、モータースポーツ部品の加

工で実績検証を行った。この部品

は以前から類似の形状品（設計

変更）を継続的に受託加工してお

り、これで成果が上がれば今後の

類似品受注にも応用できるため、

サンプル品として選定した。

（6）ＣＡＤ/ＣＡＭの選定導入と

活用～短納期体制実現

　本事業を達成しうるＣＡＤ/ＣＡ

Ｍソフトウェアを選定し、イワイ

機械㈱に注文し納品された。ソフ

トウェアの導入後、既存切削技術

を本ソフトウェアに活用しなが

ら、簡単な操作ができるように

なったところで、加工プログラム

の切削送り速度を既存比１５％

向上させた試し加工用データを

作成した。これを用い、５軸マシ

ニングセンターで同時５軸加工

をさせようとしたところ、機械の

制御装置のパラメータ（設定条

件）が間違っており、正しい動作

ができなかった。パラメータを変

更しながら試し加工を行い、寸法

精度を測定し、機械動作の正確

性を検証した。

　成果測定用サンプル品の加工

プログラムを作成し、同時５軸加

工を行ったが、加工時間は既存の

　本事業により、現状の納期より

約２００％短縮が可能となる。

モータースポーツ部品で、納期

対応ができずに受注を逃してい

た加工品について、事業終了後１

年目で年間６００万円の売り上げ

増が見込める。

　一部取引実績のある航空機関

連部品１次サプライヤーからの加

工依頼に対しても、短納期納入が

実現したことにより、受注増に対

応でき、年間約５００万円の売上

増加を見込む。

　新規顧客の引き合いとして、

タービンブレード、インペラーな

どのエネルギー関連部品加工の

依頼が顕在化している。今後、同

分野の営業強化により新たな販

路を開拓する計画である。
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